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その他の工事 その１

１、二種金属製可とう電線管工事

２、がいし引き工事

３、金属ダクト工事

４、線ぴ工事

５、ライティングダクト工事

②がいし引き工事の施工条件

①がいし引き工事の施工場所

②金属ダクト工事の施工条件

①金属ダクト工事の施工場所

②線ぴ工事の施工条件

①線ぴ工事の施工場所

②ライティングダクトの工事施工条件

①ライティングダクトの工事施工場所

③金属製可とう電線管工事の施工条件

②金属製可とう電線管工事で使う部材と工具

①金属製可とう電線管工事の施工場所
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施工場所と工事の種類
○　300V以下のみ

乾燥した

場所

その他の

場所

乾燥した

場所

その他の

場所

金属管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

合成樹脂管工事（CD管除く) ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎(※厚さ2mm以上)

ケーブル工事(キャプタイヤケーブル除く) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎(※保護装置に収める) ◎(※保護装置に収める)

二種金属製可とう電線管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ × ×

がいし引き工事 ◎ ◎ × × × ×

金属ダクト工事 ◎ × × × × ×

線ぴ工事 ○ × × × × ×

ライティングダクト工事 ○ × × × × ×

普通の場所 特殊な場所

可燃性粉じんのある場所

(小麦粉など）

危険物のある場所

(石油など）

露出場所

点検できる隠ぺい場所

点検できない隠ぺい場所

爆撚性粉じんのある場所

(マグネシウムなど)

可燃性ガスのある場所

(ガソリンなど）

施工場所

工事の種類

１、二種金属製可とう電線管工事

①二種金属製可とう電線管工事の施工場所
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１、二種金属製可とう電線管工事

②二種金属製可とう電線管工事で使う部材と工具
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№ 品名 説明

1

二種金属製可とう電線管二種金属製可とう電線管二種金属製可とう電線管二種金属製可とう電線管

可とう性のある金属製の電線管

2

ボックスコネクタボックスコネクタボックスコネクタボックスコネクタ

二種金属製可とう電線管をボックスと接続す

るために使う

3

コンビネーションコンビネーションコンビネーションコンビネーション

カップリングカップリングカップリングカップリング

違う種類の金属管同士を接続するときに使う

写真はねじなし電線管、薄鋼電線管用

4

プリカナイフプリカナイフプリカナイフプリカナイフ

二種可とう電線管の切断に使う



１、二種金属製可とう電線管工事

③二種金属製可とう電線管工事の施工条件

ⅰ 管内で電線同士を接続しないこと

ⅲ 管の曲げ半径は管内径の６倍以上とすること

ⅳ 接地工事を施すこと。ただし、

次の場合は接地を省略できる

①乾燥した場所で管の長さが

４ｍ以下の場合

②乾燥した場所または

人が触れる恐れがない場所で

対地電圧１５０V以下かつ

管の長さが８ｍ以下の場合

ⅱ 絶縁電線(OW線を除く)を使うこと
金属管工事と

施工条件はほぼ同じ！！

ボックスコネクタ

カップリング

ｒ

半径は管内径の６倍以上

二種金属可とう電線管
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施工場所と工事の種類
○　300V以下のみ

乾燥した

場所

その他の

場所

乾燥した

場所

その他の

場所

金属管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

合成樹脂管工事（CD管除く) ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎(※厚さ2mm以上)

ケーブル工事(キャプタイヤケーブル除く) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎(※保護装置に収める) ◎(※保護装置に収める)

二種金属製可とう電線管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ × ×

がいし引き工事 ◎ ◎ × × × ×

金属ダクト工事 ◎ × × × × ×

線ぴ工事 ○ × × × × ×

ライティングダクト工事 ○ × × × × ×

普通の場所 特殊な場所

可燃性粉じんのある場所

(小麦粉など）

危険物のある場所

(石油など）

露出場所

点検できる隠ぺい場所

点検できない隠ぺい場所

爆撚性粉じんのある場所

(マグネシウムなど)

可燃性ガスのある場所

(ガソリンなど）

施工場所

工事の種類

２、がいし引き工事

①がいし引き工事の施工場所
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２、がいし引き工事

②がいし引き工事の施工条件

ⅰ 支持点間の距離は２ｍ以下とすること

ⅲ 造営材との距離は2.5cm以上とすること

ⅱ がいし引き配線の相互間の距離は６cm以上とすること

ⅳ ケーブルや水道管・ガス管との距離は１０cm以上とすること

支点間の距離２ｍ以下

がいし引き配線の相互間距離

６cm以上

ケーブルや水道管・ガス管との距離

10cm以上

造営材との距離

2.5cm以上
がいし

絶縁電線バインド線で固定

(はり間は６ｍ以下)
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施工場所と工事の種類
○　300V以下のみ

乾燥した

場所

その他の

場所

乾燥した

場所

その他の

場所

金属管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

合成樹脂管工事（CD管除く) ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎(※厚さ2mm以上)

ケーブル工事(キャプタイヤケーブル除く) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎(※保護装置に収める) ◎(※保護装置に収める)

二種金属製可とう電線管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ × ×

がいし引き工事 ◎ ◎ × × × ×

金属ダクト工事 ◎ × × × × ×

線ぴ工事 ○ × × × × ×

ライティングダクト工事 ○ × × × × ×

普通の場所 特殊な場所

可燃性粉じんのある場所

(小麦粉など）

危険物のある場所

(石油など）

露出場所

点検できる隠ぺい場所

点検できない隠ぺい場所

爆撚性粉じんのある場所

(マグネシウムなど)

可燃性ガスのある場所

(ガソリンなど）

施工場所

工事の種類

３、金属ダクト工事

①金属ダクト工事の施工場所
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３、金属ダクト工事

②金属ダクト工事の施工条件

ⅰ 支持点間の距離は３ｍ以下とすること

ⅱ ケーブル占有率はダクト内部断面積の２０％以下とすること

ⅲ 容易に点検できる場合は電線の接続点を設けてもよい

（制御線などは５０％以下）

支持点間の距離は

３ｍ以下

ケーブル占有率は２０％以下

金属ダクト
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施工場所と工事の種類
○　300V以下のみ

乾燥した

場所

その他の

場所

乾燥した

場所

その他の

場所

金属管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

合成樹脂管工事（CD管除く) ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎(※厚さ2mm以上)

ケーブル工事(キャプタイヤケーブル除く) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎(※保護装置に収める) ◎(※保護装置に収める)

二種金属製可とう電線管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ × ×

がいし引き工事 ◎ ◎ × × × ×

金属ダクト工事 ◎ × × × × ×

線ぴ工事 ○ × × × × ×

ライティングダクト工事 ○ × × × × ×

普通の場所 特殊な場所

可燃性粉じんのある場所

(小麦粉など）

危険物のある場所

(石油など）

露出場所

点検できる隠ぺい場所

点検できない隠ぺい場所

爆撚性粉じんのある場所

(マグネシウムなど)

可燃性ガスのある場所

(ガソリンなど）

施工場所

工事の種類

４、線ぴ工事

①線ぴ工事の施工場所
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４、線ぴ工事

②線ぴ工事の施工条件

ⅰ 線ぴ内で電線同士を接続しないこと

ⅲ 接地工事を施すこと。ただし、

次の場合は接地を省略できる

①乾燥した場所で線ぴの長さが

４ｍ以下の場合

②乾燥した場所または

人が触れる恐れがない場所で

対地電圧１５０V以下かつ

線ぴの長さが８ｍ以下の場合

ⅱ 絶縁電線(OW線を除く)を使うこと

金属管工事と

施工条件はほぼ同じ！！
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施工場所と工事の種類
○　300V以下のみ

乾燥した

場所

その他の

場所

乾燥した

場所

その他の

場所

金属管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

合成樹脂管工事（CD管除く) ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎(※厚さ2mm以上)

ケーブル工事(キャプタイヤケーブル除く) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎(※保護装置に収める) ◎(※保護装置に収める)

二種金属製可とう電線管工事 ◎ ◎ ◎ ◎ × ×

がいし引き工事 ◎ ◎ × × × ×

金属ダクト工事 ◎ × × × × ×

線ぴ工事 ○ × × × × ×

ライティングダクト工事 ○ × × × × ×

普通の場所 特殊な場所

可燃性粉じんのある場所

(小麦粉など）

危険物のある場所

(石油など）

露出場所

点検できる隠ぺい場所

点検できない隠ぺい場所

爆撚性粉じんのある場所

(マグネシウムなど)

可燃性ガスのある場所

(ガソリンなど）

施工場所

工事の種類

５、ライティングダクト工事

①ライティングダクト工事の施工場所
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５、ライティングダクト工事

②ライティングダクト工事の施工条件

ⅰ 支持点間の距離は２ｍ以下とすること

ⅲ 開口部は原則下向き

ⅱ 接地工事を施すこと。ただし、対地電圧１５０V以下かつ

長さが４ｍ以下なら接地を省略できる

ⅳ 終端部は閉そくすること

支持点間の距離

２ｍ以下

終端部は閉塞
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